
ヒット化合物の標的分子同定技術 

[技術の概要] 

[所属] 東京医科歯科大学生体材料工学研究所 

[名前] 細谷孝充 

[E-mail] thosoya.cb@tmd.ac.jp 

連絡先 

[技術の利用例] 

・ ヒット化合物の 
  構造最適化 

・ 標的未知 
  ヒット化合物の 
   標的同定用 
  プローブ化 

ヒット 
化合物 

ジアジドプローブを用いる 
光親和性標識法 

non-RI 

生物活性を維持しやすい 

Org. Biomol. Chem. 2004, 2, 637. 

Step 1 

共有結合の形成 

光反応 

検出基導入 

ヒット 

化合物 

Step 2 

蛍光色素などを導入 

解析 
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標的タンパク質として sk-NSPl1 (RTN-2C/reticulon) を同定 

Bioorg. Med. Chem. Lett. 2005 

Diabetes 2009 

Dantrolene 

筋弛緩薬 

標的タンパク質同定に成功した例 
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